
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
搬送中の材料の張力を検出し、得られた張力検出信号が予め設定された張力基準に一致す
るように前記材料の張力を制御する張力制御装置において、
前記張力基準に対する前記張力検出信号の偏差を演算する第１の演算手段と、この第１の
演算手段の出力を入力して所定の周波数以上の信号成分を減衰させて出力する低域フィル
タと、この低域フィルタの出力信号レベルが所定値を超えたか否かを判別するレベル判別
手段と、このレベル判別手段によって所定値を超えたと判別されたとき、前記低域フィル
タの出力信号を記憶する記憶手段と、前記張力検出信号から前記記憶手段に記憶された値
を減算して前記張力検出信号を補正する第２の演算手段と、を備えたことを特徴とする張
力制御装置。
【請求項２】
前記低域フィルタは外部操作により遮断周波数を可変としたことを特徴とする請求項１に
記載の張力制御装置。
【請求項３】
前記張力検出信号が負値になったことを検出する信号極性判別手段と、この信号極性判別
手段が負値を検出したとき前記張力検出信号の異常を報知する報知手段と、を備えたこと
を特徴とする請求項１又は２に記載の張力制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、シート材、線条材等の材料搬送中に、検出された張力信号をフィードバック信
号として材料の張力を制御する張力制御装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図４はシート材として紙を搬送中に、その張力を一定に保持するように搬送ロールを駆動
する電動機の速度を制御する張力制御装置の構成を示すブロック図である。同図において
、電動機１が図示を省略した搬送ロールを駆動する。この電動機１を速度制御するために
、速度基準回路２から出力される速度基準を入力して電流指令値を出力する速度制御増幅
器３と、この電流指令値に従って電動機１の電流を制御する電流制御増幅器４とが設けら
れている。一方、搬送中の紙に所望の張力を与えるべく、紙の張力基準を設定する張力設
定器５が設けられている。また、搬送中の紙に実際に発生する張力を検出する張力検出器
６が設けられ、その張力検出信号がアナログ入力基板とも称されるＡ－Ｄ変換器７に加え
られ、ここでディジタル信号に変換された張力検出信号が演算手段８に加えられる。演算
手段８は張力設定器６の張力基準を一方入力、Ｄ－Ａ変換器７から出力される張力検出信
号を他方入力として、その偏差を演算してＰＩ演算手段９に加える。ＰＩ演算手段９はそ
の入力に対して比例、積分演算を実行して速度補正信号を出力して演算手段１０に加える
。演算手段１０は速度基準回路２から出力される速度基準を一方入力、ＰＩ演算手段９か
らの速度補正信号を他方入力として両入力を加算して速度制御増幅器３に加える。
【０００３】
なお、張力検出器１は、例えば、紙の搬送方向と直角の方向からロールを押し当て、この
ロールが受ける圧力を圧力センサで検出してアナログ信号でなる張力検出信号を出力する
ものである。また、演算手段８、ＰＩ演算手段９及び演算手段１０はプログラマブルコン
トローラ１１にその機能を持たせたものであり、速度制御増幅器３及び電流制御増幅器４
はディジタル信号に基づいてそれぞれの制御動作を実行する。
【０００４】
図４に示した張力制御装置は、電動機１によって駆動される搬送ロールの下流側の紙の張
力を制御するもので、張力設定器５によって設定された張力基準と比較して張力検出器６
から出力される張力検出信号が小さいときＰＩ演算手段９に正の偏差信号が加えられ、こ
の偏差信号に対して比例、積分演算が施され正の速度補正信号が速度基準回路２の速度基
準に加えられる。これによって、電動機１の速度が高められて張力検出信号を張力基準に
一致させる張力のフィードバック制御が実行される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上述した張力制御装置を構成する張力検出器６の出力又はＡ－Ｄ変換器７の出力、すなわ
ち、張力検出信号には、張力検出器６の構造の如何に拘わらず定常偏差成分（オフセット
成分）が存在する。この定常偏差成分は、機械の調整時にゼロになるように調整されるが
、紙切れ等で張力検出器６のロール位置がずれたり、温度変化による張力検出器６自体の
出力が変化したりすることにより定常偏差成分が発生してしまう。この定常偏差成分が大
きくなると、張力制御系が正常に動作しなくなり、その結果、紙切れが発生するというよ
うな解決すべき課題を有していた。
【０００６】
本発明は上記の課題を解決するためになされたもので、定常偏差成分の影響を受け難い張
力制御を可能にする張力制御装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
請求項１に係る発明は、
シート材、線条材等の材料の搬送中の張力を検出し、得られた張力検出信号が予め設定さ
れた張力基準に一致するように材料の張力を制御する張力制御装置において、
張力基準に対する張力検出信号の偏差を演算する第１の演算手段と、この第１の演算手段
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の出力を入力して所定の周波数以上の信号成分を減衰させて出力する低域フィルタと、こ
の低域フィルタの出力信号レベルが所定値を超えたか否かを判別するレベル判別手段と、
このレベル判別手段によって所定値を超えたと判別されたとき、低域フィルタの出力信号
を記憶する記憶手段と、張力検出手段の出力信号から記憶手段に記憶された値を減算して
張力検出信号を補正する第２の演算手段と、を備えたことを特徴とするものである。
【０００８】
請求項２に係る発明は、請求項１に記載の張力制御装置において、低域フィルタは外部操
作により遮断周波数を可変としたことを特徴とするものである。
【０００９】
請求項３に係る発明は、請求項１又は２に記載の張力制御装置において、張力検出手段の
出力信号が負値になったことを検出する信号極性判別手段と、この信号極性判別手段が負
値を検出したとき張力検出信号の異常を報知する報知手段と、を備えたことを特徴とする
ものである。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を図面に示す好適な実施形態に基づいて詳細に説明する。
【００１１】
図１は本発明に係る張力制御装置の第１の実施形態の構成を示したブロック図であり、特
に紙の搬送制御装置に適用した場合を示している。図中、従来の張力制御装置を示す図４
と同一の要素には同一の符号を付してその説明を省略する。ここで、プログラマブルコン
トローラ１１に、新たに、演算手段２１、低域フィルタ２２、レベル判別手段２３、スイ
ッチ手段２４、記憶手段としてのメモリ２５及び演算手段２６の各機能が付加されている
。
【００１２】
このうち、演算手段２１は張力設定器５の張力基準を一方入力、Ａ－Ｄ変換器７から出力
される張力検出信号を他方入力として、張力基準から張力検出信号を減算して偏差信号出
力するものであり、低域フィルタ２２はディジタルフィルタでなり、演算手段２１の偏差
信号を入力して高周波成分を減衰させて実質的には高周波成分を除去して出力するもので
ある。なお、低域フィルタ２２は外部からの人為的な操作によりその遮断周波数を任意に
調整できるようにしたものである。
【００１３】
レベル判別手段２３は低域フィルタ２２の出力レベルが予め設定した値を超えたことを判
別して書き込み指令を出力し、スイッチ手段２４をオン状態にして低域フィルタ２２の出
力信号をメモリ２５に記憶させる機能を有している。演算手段２６はＡ－Ｄ変換器７から
出力される張力検出信号を一方入力、メモリ２５に記憶された値を他方入力として、張力
検出信号からメモリ２５に記憶された値を減算し、補正された張力検出信号として演算手
段８に加える構成になっている。なお、演算手段２１、２６及びスイッチ手段２４等はい
ずれもソフトウェアにて実現される。
【００１４】
上記のように構成された本実施形態の動作について、特に従来装置と構成を異にする部分
を中心にして図２をも参照して以下に説明する。
【００１５】
先ず、張力設定器５によって設定された張力基準が一定であったとしても、紙の搬送中に
張力検出器６で検出され、Ａ－Ｄ変換器７でディジタル信号に変換された張力検出信号に
は、直流成分に機械の構造やノイズに起因する交流成分が重畳した波形となる。この張力
検出信号に定常偏差成分が含まれていなければ、演算手段２１から交流成分のみが出力さ
れて低域フィルタ２２に加えられる。低域フィルタ２２は遮断周波数を外部から変更可能
に構成され、その値を適切に選定することにより低域フィルタ２２の出力信号レベルは実
質的にゼロとなる。従って、レベル判別手段２３はスイッチ手段２４をオフ状態に保持す
るため、メモリ２５の記憶値もゼロである。従って、Ａ－Ｄ変換器７から出力された張力
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検出信号が演算手段８によって直接比較され、張力検出信号に重畳された交流成分を除去
する極性でＰＩ演算手段９に加えられ、張力を一定に制御する周知のフィードバック制御
が実行される。
【００１６】
次に、張力設定器５によって設定された張力基準τｒ ｅ ｆ が一定で、かつ、Ａ－  Ｄ変換
器７から出力される張力検出信号τに、図２（ａ）に示すように、定常偏差成分τｏ ｆ ｆ

ｓ ｅ ｔ が含まれていたとすると、演算手段２１から、定常偏差成分τｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ に交流
信号が重畳した信号が低域フィルタ２２に加えられる。低域フィルタ２２においては、交
流信号成分を除去して、図２（ｂ）に示すように、定常偏差成分τｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ を出力す
る。これに対してレベル判別手段２３は定常偏差成分τｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ が予め設定した閾値
τｔ ｈ を超えるか否かを判別し、超えると判別したときスイッチ手段２４をオン状態にす
る書き込み指令を出力し、定常偏差成分τｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ  をメモリ２５に記憶させる。こ
れに従って、演算手段２６はＡ－Ｄ変換器７か  ら出力される張力検出信号τから定常偏
差成分τｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ  を減算して演算手段８  に張力のフィードバック信号として加える
。これによって、その値が小さい時には制御に影響を与えないが、その値が大きくなると
正しい制御ができなくなるという定常偏差成分τｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ  を除去することができ、
紙切れ等の発生を未然に防  ぐことができる。
【００１７】
図３は本発明に係る張力制御装置の第２の実施形態の構成を示したブロック図であり、特
に紙の搬送制御系に適用した場合を示している。図中、図１に示した第１の実施形態と同
一の要素には同一の符号を付してその説明を省略する。ここでは、図１に示した第１の実
施形態に対して、張力検出信号τの極性を判別する信号極性判別手段２７の機能をプログ
ラマブルコントローラ１１に持たせた点と、判定した極性が負であったときに異常を報知
する、例えば、表示器又はブザーでなる報知手段１２を新たに設けた点が異なっている。
【００１８】
第１の実施形態は極性が正の定常偏差信号τｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ  が出力されることを前提  とし
ており、閾値τｔ ｈ の極性も正に設定されている。しかるに、張力検出器６の構造によっ
ては、極性が負の定常偏差を発生することがあり、稀ではあるがＡ－Ｄ変換器７から出力
される張力検出信号の極性も負になることがある。この場合には演算手段８の出力が過大
になり、正常の制御が不能になる。図３に示した第２の実施形態では、Ａ－Ｄ変換器７か
ら出力される張力検出信号の極性を信号極性判別手段２７によって判別し、その極性が負
であったときに、報知手段１２によってオペレータに異常を報知する。これによって、張
力検出信号の異常による制御の不具合を早期に発見することができる。
【００１９】
なお、上記の各実施形態はいずれも本発明に係る張力制御装置を紙の搬送制御系に適用し
ているが、本発明はこれに適用を限定されるものではなく、シート材、線条材等の材料を
搬送すると共に、張力検出手段によって搬送中の材料の張力を検出し、得られた張力検出
信号が予め設定された張力基準に一致するように材料の張力を制御する殆どの装置に適用
することができる。
【００２０】
【発明の効果】
以上の説明によって明らかなように、本発明によれば、定常偏差成分の影響を受け難い張
力制御を可能にする張力制御装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る張力制御装置の第１の実施形態の構成を、紙の搬送制御系に適用し
た場合のブロック図。
【図２】図１に示した第１の実施形態の動作を説明するために、時間と張力検出信号及び
定常偏差信号との関係を示した線図。
【図３】本発明に係る張力制御装置の第２の実施形態の構成を、紙の搬送制御系に適用し
た場合のブロック図。
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【図４】従来の紙の搬送制御系の構成を示したブロック図。
【符号の説明】
５　張力設定器
６　張力検出器
７　Ａ－Ｄ変換器
８，２１，２６　演算手段
９　ＰＩ演算手段
１２　報知手段
２２　低域フィルタ
２３　レベル判別手段
２４　スイッチ手段
２５　メモリ
２７　信号極性判別手段
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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